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［
二
〇
一
四
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

近
代
日
本
仏
教
の
「
前
夜
」
─
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
護
法
論
の
射
程

─

桐 

原
　
健 

真

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

「
廃
仏
毀
釈
」
史
観
を
「
廃
毀
」
す
る
た
め
に 

　

─
趣
旨
説
明
に
代
え
て
（
桐
原
健
真
）

　

本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
幕
末
維
新
期
護
法
論
研
究
の
学
術
的

射
程
の
検
討
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
当
該
期
の

護
法
論
が
、
近
代
日
本
の
仏
教
者
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
に
い
か
に
機
能
し
た
か
を
問
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
幕
末
維
新
期
に
関
す
る
歴
史
叙
述
に
お
い
て
、
思
想
史

的
な
内
容
は
も
っ
ぱ
ら
「
尊
王
」
や
「
攘
夷
」
と
い
っ
た
政
治
思
想

的
な
関
心
か
ら
描
か
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
日
本
の
歴
史

叙
述
全
般
が
、
政
治
史
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
当
該
期
に
お
け
る
仏
教
を
中
心
と

し
た
宗
教
空
間
の
叙
述
は
、
か
な
ら
ず
し
も
厚
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
た
と
え
叙
述
さ
れ
る
に
せ
よ
、
水
戸
学
や
国
学
に
も
と
づ
い
た

尊
王
攘
夷
論
者
に
よ
る
廃
仏
毀
釈
運
動
や
維
新
後
の
神
仏
分
離
を
一

つ
の
頂
点
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
服
部
之
総
は
、「
廃
仏
毀
釈
」
を
「
や
が
て
き
た
る
べ

き
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
〔
自
由
民
権
運
動
〕」
の
「
ま
え
ぶ
れ

と
し
て
の
宗
教
改
革
」
と
し
て
評
価
し
た
（
服
部
「
本
願
寺
教
団
の
民

主
化
」
一
九
四
八
年
）。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
近
世
日
本
に
存
在
し
た
仏

教
を
、「
攻
撃
さ
れ
る
べ
き
堕
落
し
た
仏
教
」
と
し
て
把
握
す
る
立

場
で
あ
り
、
こ
う
し
た
理
解
は
今
日
に
至
る
ま
で
強
く
残
っ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
（
た
と
え
ば
「
葬
式
仏
教
」
批
判
な
ど
を
想
起
せ
よ
）。

　

こ
う
し
た
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
は
、
明
治
以
降
の
仏
教
者
た
ち
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29　近代日本仏教の「前夜」

に
と
っ
て
も
ま
た
、
み
ず
か
ら
の
過
去
を
「
反
省
」
す
る
際
の
〈
語

り
〉
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
仏
教
を
近

代
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
近
世
の
そ
れ
は
、「
廃
毀
」
さ
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
「
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
、
仏
教
者
自
身
に
よ

っ
て
も
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
研
究
者
と
当
事
者

双
方
に
お
け
る
日
本
の
近
世
仏
教
に
対
す
る
冷
淡
な
態
度
は
、
そ
こ

で
展
開
し
た
独
自
の
知
的
営
為
の
存
在
と
そ
の
価
値
を
も
見
失
わ
せ

る
も
の
で
も
あ
っ
た
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

幕
末
維
新
期
の
護
法
論
は
、
近
世
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
社
会

的
・
文
化
的
そ
し
て
政
治
的
地
位
の
揺
ら
ぎ
を
背
景
に
現
れ
た
、
仏

教
者
に
よ
る
自
己
弁
証
的
な
語
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
、

み
ず
か
ら
が
理
想
と
す
る
世
界
像
が
崩
壊
す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が

見
て
取
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
い
か
に
近
世
日
本
の
宗
教
空
間
を

認
識
し
て
い
た
の
か
を
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
近
世
後
期
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
日
本
の
思
想
的
・

宗
教
的
世
界
を
描
き
出
す
こ
と
の
可
能
性
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

近
代
日
本
仏
教
史
研
究
に
お
け
る
幕
末
維
新
期 

　
（
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
）

　

ク
ラ
ウ
タ
ウ
は
本
報
告
を
通
し
て
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
の

問
題
設
定
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、
戦
前
に
始
ま
る
幕
末
維
新

期
仏
教
の
歴
史
的
叙
述
の
大
ま
か
な
流
れ
に
関
し
て
考
察
し
た
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
仏
教
を
め
ぐ
る
積
極
的
な
学
術

研
究
は
、
羽
根
田
文
明
（
一
八
四
八
─
？
）
が
編
集
し
た
『
維
新
前
後 

仏
教

遭
難
史
論
』（
国
光
社
出
版
部
、
一
九
二
五
年
）
に
始
ま
る
と
も
い
え
よ

う
。
一
九
一
六
年
に
大
谷
大
学
で
開
か
れ
た
当
時
の
学
長
・
南
条
文

雄
（
一
八
四
九
─
一
九
二
七
）
の
講
演
に
起
因
す
る
本
書
は
、
そ
の
稿

本
が
東
京
帝
国
大
学
の
辻
善
之
助
（
一
八
七
七
─
一
九
五
五
）
に
長
ら

く
借
用
さ
れ
、
辻
自
身
に
加
え
て
村
上
専
精
（
一
八
五
一
─
一
九
二
九
）

お
よ
び
鷲
尾
順
敬
（
一
八
六
八
─
一
九
四
一
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『
明
治

維
新 

神
仏
分
離
史
料
』
数
巻
（
一
九
二
六
─
一
九
二
九
）
の
成
立
過
程

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
代

に
、
羽
根
田
と
同
じ
く
大
谷
大
学
教
授
で
あ
っ
た
徳
重
浅
吉
（
一
八

九
三
─
一
九
四
六
）
も
、
積
極
的
に
幕
末
維
新
期
の
仏
教
に
関
す
る
研

究
を
展
開
し
て
い
く
。
徳
重
に
よ
る
『
維
新
精
神
史
研
究
』（
立
命
館

出
版
部
、
一
九
三
四
年
）
お
よ
び
『
維
新
政
治
宗
教
史
研
究
』（
目
黒
書

店
、
一
九
三
五
年
）
は
、
村
上
・
辻
・
鷲
尾
の
『
神
仏
分
離
史
料
』
に

加
え
、
史
料
紹
介
の
意
味
も
含
め
、
現
在
に
お
い
て
も
参
照
す
べ
き

成
果
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
刊
行
の
圭
室
諦
成
『
明
治
維
新
廃
仏
毀

釈
』（
白
揚
社
）
や
、
大
正
末
期
か
ら
そ
の
原
稿
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た

辻
善
之
助
の
『
明
治
仏
教
史
の
問
題
』（
立
文
書
院
、
一
九
四
九
年
）
を

通
し
て
、
幕
末
維
新
期
仏
教
の
歴
史
像
が
確
定
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
後
半
を
境
目
に
、
い
わ
ゆ
る
「
神
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仏
分
離
」
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
「
廃
仏
毀
釈
」
を
中
心
と
し

て
幕
末
維
新
期
の
仏
教
史
が
描
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
少
な

く
と
も
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
明
治
初

期
の
宗
教
政
策
を
生
き
た
多
く
の
人
間
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
す

で
に
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の
体
験
談
を
「
歴
史
」
と
し
て
記
録
す

る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
南
条
や
羽
根
田
、
大
谷
大
学
関
係
者

を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
著
作
の
場
合
も
そ
う
で
あ
り
、『
神
仏
分

離
史
料
』
の
場
合
も
明
ら
か
に
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
後
者
の

第
一
巻
（
一
九
二
六
年
）
に
、
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
─
一
九
二
二
）
や

仏
教
活
動
家
の
大
内
青
巒
（
一
八
四
五
─
一
九
一
八
）
に
加
え
、
神
道

家
の
芳
村
正
秉
（
一
八
三
九
─
一
九
一
五
）、
天
台
宗
僧
侶
の
修
多
羅
亮

延
（
一
八
四
二
─
一
九
一
七
）
な
ど
の
人
物
に
よ
る
体
験
論
考
も
収
録

さ
れ
て
お
り
、
記
憶
を
「
歴
史
」
に
変
え
る
場
と
し
て
『
神
仏
分
離

史
料
』
を
理
解
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、

昭
和
初
期
の
枠
組
で
、
ま
す
ま
す
「
国
体
」
と
の
関
連
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
日
本
仏
教
史
」
な
る
物
語
に
お
け
る
「
神
仏
分

離
・
廃
仏
毀
釈
」
を
如
何
に
説
明
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、

殊
に
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
と
っ
て
重
要
問
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

例
え
ば
、『
神
仏
分
離
史
料
』
の
主
要
編
者
で
も
あ
っ
た
東
京
帝
国

大
学
教
授
の
村
上
専
精
は
、
日
露
戦
争
後
か
ら
示
し
て
い
た
「
日
本

仏
教
」
の
特
徴
論
を
こ
の
著
作
の
「
序
辞
」
で
も
展
開
し
、「
廃
仏

毀
釈
」
の
諸
事
件
を
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
統
一
の
美
風
」
の
例
外

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
（
第
一
巻
、
六
頁
）。

　

そ
の
他
、
圭
室
諦
成
（
一
九
〇
二
─
一
九
六
六
）
や
永
田
広
志
（
一
九

〇
四
─
一
九
四
七
）
な
ど
は
、
よ
り
経
済
史
の
視
座
か
ら
維
新
前
後
の

仏
教
史
に
焦
点
を
当
て
、
重
要
な
成
果
を
提
示
し
た
が
、「
江
戸
時

代
の
宗
教
政
策
→
仏
教
集
団
の
再
編
成
→
儒
者
・
国
学
者
に
よ
る
排

仏
論
の
展
開
→
近
世
後
期
の
廃
仏
毀
釈
→
神
仏
判
然
令
の
発
布
→
廃

仏
毀
釈
の
展
開
」
と
い
う
『
神
仏
分
離
史
料
』
な
ど
の
著
作
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
図
式
は
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
も
な
お
機
能

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
諸
報
告
は
そ

の
図
式
へ
の
懐
疑
を
示
し
つ
つ
、「
護
法
」
と
い
う
仏
教
の
視
点
か

ら
、
こ
の
時
代
の
史
的
描
写
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
排
耶
論
の
思
想
史
的
展
開
（
西
村
玲
）

　

西
村
発
表
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
変
容
を
論
じ
る
と
い
う
パ
ネ

ル
テ
ー
マ
に
即
し
て
、
中
国
と
日
本
の
排
耶
論
を
対
象
と
し
て
、
近

世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
変
容
を
追
っ
た
。

　

一
七
世
紀
ま
で
の
中
国
と
日
本
の
思
想
的
な
状
況
は
、
中
国
は
唐

代
よ
り
後
に
は
儒
教
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
は
古
代

以
来
ず
っ
と
仏
教
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
勃
興
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
撃
の
一
部
と
し
て
、
世
界

布
教
を
か
か
げ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
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け
る
布
教
方
針
と
し
て
相
手
の
文
明
を
重
ん
じ
る
現
地
適
応
主
義
を

取
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
中
国
で
は
儒
教
が
、
日
本
で
は
仏
教

が
キ
リ
ス
ト
教
に
こ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
に
遅
れ
て
一
六
〇
〇
年
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
布
教
で
は
、

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
一
五
五
二
─
一
六
一
〇
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
教
と
儒
教
と
の
類
似
性
を
強
調
し
て
あ
る
程
度
受
け
入
れ
ら

れ
、
一
六
五
〇
年
に
は
十
五
万
人
の
信
徒
が
い
た
と
さ
れ
る
。
リ
ッ

チ
は
知
識
人
へ
の
布
教
に
努
め
て
、
神
・
天
主
の
絶
対
性
を
主
張
し

て
、
人
が
絶
対
的
な
仏
に
な
る
と
い
う
大
乗
仏
教
の
思
想
を
否
定
し

た
。
こ
と
に
自
分
の
心
こ
そ
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
禅
の
教

え
は
、
卑
小
な
自
己
を
知
ら
な
い
人
間
の
愚
か
さ
か
ら
生
ま
れ
た
信

じ
が
た
い
傲
慢
さ
で
あ
る
と
批
難
し
て
い
る
（『
天
主
実
義
』）。

　

こ
の
批
判
に
対
し
て
、
明
末
に
禅
を
復
興
し
た
臨
済
禅
の
密
雲
円

悟
（
一
五
六
六
─
一
六
四
二
）
と
費
隠
通
容
（
一
五
九
三
─
一
六
六
一
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
対
す
る
仏
教
の
普
遍
概
念
と
し
て
、
イ
ン
ド
の

虚
空
と
中
国
の
大
道
を
併
せ
持
つ
虚
空
の
大
道
を
主
張
し
た
（
密
雲

円
悟
『
弁
天
二
説
』、
費
隠
通
容
『
原
道
闢
邪
説
』）。
こ
の
論
理
は
、
日
本

近
世
初
頭
の
臨
済
禅
僧
で
あ
っ
た
雪
窓
宗
崔
（
一
五
八
九
─
一
六
四
九
）

の
排
耶
論
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
雪
窓
宗
崔
は
、
長
崎
で
行
っ
た
排

耶
説
法
に
お
い
て
、
人
々
が
求
め
る
現
世
安
穏
と
後
生
善
処
の
願

い
に
応
え
て
「
自
身
の
善
業
が
よ
り
よ
い
現
世
と
来
世
を
つ
く
る
」

（『
対
治
邪
宗
論
』『
興
福
寺
筆
記
』）
と
し
て
、
善
業
を
促
す
た
め
の
受
戒

を
行
っ
た
。
当
時
の
授
戒
は
、
民
衆
に
と
っ
て
呪
術
的
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
た
め
に
、
排
耶
と
し
て
の
授
戒
も
成
功
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

そ
の
後
の
近
世
を
通
じ
て
「
大
道
」
や
「
天
道
」
と
い
う
言
葉
に

託
し
て
、
儒
教
や
仏
教
か
ら
の
排
耶
論
が
展
開
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
─
一
六
九
一
）
は
「
天
地
が
万
物
を
生
育
す
る

普
遍
の
徳
（
天
道
）
と
、
人
間
の
仁
愛
（
人
道
）
は
、
本
質
的
に
一
つ

で
あ
る
」（『
三
輪
物
語
』
巻
四
）
と
い
う
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
天
地
自

然
と
人
間
社
会
は
一
つ
の
現
実
の
有
機
体
と
し
て
完
全
で
あ
り
、
こ

こ
に
仏
や
デ
ウ
ス
が
入
る
余
地
は
な
い
。
近
世
初
頭
に
は
、
大
道
や

天
道
と
い
う
言
葉
は
、
自
然
や
宇
宙
を
包
括
す
る
世
界
観
で
も
あ
っ

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
五
倫
や
人
倫
と
い
う
人
間
同
士
の
倫
理
に
限
定

さ
れ
、
矮
小
化
さ
れ
て
い
く
。
幕
末
維
新
期
に
は
植
民
地
化
へ
の
恐

れ
を
背
景
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
列
強
と
い
う
恐
怖
の
セ
ッ

ト
に
対
し
て
、
仏
教
に
お
い
て
も
日
本
の
原
理
で
あ
る
皇
国
の
道

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
超
然
、
一
七
九
二
─
一
八
六
八
、『
斥
邪
漫

筆
』
三
本
、『
寒
更
霰
語
』）。
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
お
け
る
か
つ
て
の
虚

空
の
大
道
は
忘
れ
去
ら
れ
、
虚
空
は
近
代
的
な
単
な
る
空
間
と
な
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
排
耶
論
で
は
、
井
上
円
了
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
輸
入
さ
れ
た
哲
学
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
仏
教
に
お
け
る
形

而
上
的
な
領
域
を
近
代
的
な
形
で
ひ
ら
き
、
こ
れ
が
仏
教
か
ら
哲
学
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が
分
節
化
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
（『
真
理
金
針
』、
一
八
八
六
─
一
八

八
七
）。
近
世
以
後
の
排
耶
論
を
集
大
成
し
た
円
了
は
、
近
世
的
な

排
耶
論
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
近
代
的

な
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
へ
の
転
換
と
な
っ
た
。
明
末
か
ら
近

現
代
に
い
た
る
ま
で
の
近
世
排
耶
論
の
流
れ
を
大
き
く
見
る
と
、
虚

空
の
大
道
が
持
つ
全
体
的
な
宇
宙
論
が
失
わ
れ
る
一
方
で
、
理
性
と

論
理
に
よ
る
哲
学
が
新
た
に
分
節
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
本
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
西
村
玲
「
仏
教
排
耶
論
の
思

想
史
的
展
開
」（
末
木
文
美
士
編
『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
四

年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。

真
宗
僧
侶
に
み
る
自
省
自
戒
意
識 

　

─
近
世
後
期
に
お
け
る
護
法
思
想
と
し
て
（
松
金
直
美
）

　

十
九
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
真
宗
東
本
願
寺
教
団
の
学
寮
講
者
で

あ
る
香
樹
院
徳
龍
（
一
七
七
二
─
一
八
五
八
）
に
み
ら
れ
る
護
法
・
排

耶
思
想
を
取
り
上
げ
た
。
排
耶
思
想
に
あ
た
る
「
切
支
丹
」
へ
の
対

応
は
、「
切
支
丹
」
を
制
禁
し
て
社
会
的
に
異
端
と
位
置
付
け
て
い

た
近
世
を
通
し
て
の
課
題
で
あ
っ
た
。
護
法
・
排
耶
論
を
、
教
団
内

外
の
危
機
に
対
し
て
明
確
化
し
て
い
っ
た
思
想
と
と
ら
え
な
が
ら
、

幕
末
へ
至
る
ま
で
の
展
開
を
考
察
し
た
。

　

徳
龍
は
、
末
寺
僧
侶
の
教
育
機
関
で
あ
る
学
寮
の
十
代
講
師
に
数

え
ら
れ
る
。
学
寮
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
正
統
教

学
」
の
担
い
手
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
に
は
、
様
々

な
挫
折
と
苦
悩
を
経
験
し
て
い
た
。
三
十
代
の
時
、
異
安
心
の
嫌
疑

を
か
け
ら
れ
た
。
出
羽
国
酒
田
（
山
形
県
酒
田
市
）
に
あ
る
浄
福
寺
の

住
職
で
あ
る
公
巌
（
一
七
五
七
─
一
八
二
一
）
が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
に
異
義
を
唱
え
た
疑
い
に
よ
り
安
心
調
理
を
受
け
た
、
羽
州
公

巌
異
安
心
事
件
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
巌
事
件
が
裁
定

さ
れ
て
か
ら
も
、
公
巌
の
影
響
力
の
強
か
っ
た
越
後
国
で
は
、
嫌
疑

が
再
燃
し
た
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
九
日
、
越
後
国
の
皆

演
坊
が
、
国
元
に
異
様
な
勧
め
方
を
す
る
者
が
い
る
と
し
て
、
そ
の

安
心
に
関
す
る
相
談
の
た
め
、
京
都
に
あ
る
学
寮
の
香
月
院
深
励

（
一
七
四
九
─
一
八
一
七
）
の
も
と
を
訪
れ
た
。
異
解
の
嫌
疑
を
か
け
ら

れ
た
の
は
、
徳
龍
ら
二
名
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
御
糺
を
経
た
上
で
、

徳
龍
は
回
心
し
た
と
の
請
書
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
ま
で
学

問
研
鑽
へ
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
徳
龍
に
と
っ
て
、
学
寮
か
ら
異

安
心
と
疑
わ
れ
、
安
心
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
て
、
回
心
し
た
と
い
う

請
書
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
屈
辱
的
で
あ
っ
た
ろ

う
。
の
ち
に
学
寮
の
講
師
と
な
っ
た
徳
龍
が
、
三
十
三
歳
と
い
う
若

い
時
期
に
直
面
し
た
経
験
で
あ
っ
た
。

　

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
─
四
四
）
の
初
頭
、
尾
張
国
の
門
末
（
僧
侶
・

門
徒
）
は
、
金
銭
を
横
領
し
た
と
し
て
、
東
本
願
寺
家
来
ら
を
訴
え

た
。
疑
念
騒
動
と
言
わ
れ
る
事
件
で
あ
る
。
東
本
願
寺
の
両
堂
再
建

に
際
し
て
集
め
ら
れ
た
三
十
六
万
両
の
う
ち
、
十
万
両
が
使
途
不
明
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で
あ
る
と
し
て
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
幕
府
へ
の
訴
状
に
列
記
さ
れ

た
被
告
に
は
、
東
本
願
寺
家
来
の
重
役
や
寺
内
な
ど
の
僧
侶
、
本
願

寺
家
来
と
し
て
作
事
方
を
つ
と
め
る
俗
人
に
加
え
、
学
寮
講
者
で
あ

る
香
樹
院
徳
龍
も
含
ま
れ
て
い
た
。
徳
龍
が
六
十
代
の
出
来
事
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
涯
に
お
い
て
、
異
安
心
や
金
銭
押
領
の
嫌
疑

に
か
け
ら
れ
た
経
験
を
し
て
い
る
徳
龍
は
、
一
方
で
『
僧
分
教
誡
三

罪
録
』（
以
下
、『
三
罪
録
』
と
称
す
る
）
と
い
う
書
物
を
執
筆
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
僧
侶
が
①
虚
受
信
施
・
②
不
浄
説
法
・
③
偸
三
宝
物
の
三

罪
を
重
ね
や
す
い
こ
と
を
い
さ
め
た
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
『
三
罪
録
』
に
「
不
律
不
如
法
」
と
い
う
語
句
が
登
場
す
る
。

そ
の
初
見
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
十
三
日
に
、
幕
府

老
中
か
ら
、
寺
社
奉
行
へ
達
せ
ら
れ
た
書
付
の
文
言
に
あ
る
。
幕
府

が
、
仏
教
の
戒
律
や
教
え
に
従
わ
な
い
僧
侶
を
憂
慮
す
る
語
句
と

し
て
用
い
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
そ
の
後
、
真
宗
教
団
に
お
い
て
風

俗
を
正
す
よ
う
僧
侶
に
呼
び
か
け
る
際
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
。
特

に
、
京
坂
「
切
支
丹
」
一
件
と
称
さ
れ
る
事
件
後
に
、
盛
ん
に
提

唱
さ
れ
た
。
京
坂
「
切
支
丹
」
一
件
と
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、

京
都
・
大
坂
で
「
切
支
丹
」
が
発
覚
し
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

十
二
月
に
処
罰
が
下
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
処
罰
さ
れ
た
「
切
支

丹
」
に
は
真
宗
門
徒
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
事
件
後
、
真
宗
諸

教
団
（
専
修
寺
・
西
本
願
寺
・
東
本
願
寺
・
佛
光
寺
）
は
危
機
感
を
抱
き
、

「
切
支
丹
邪
宗
門
」
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
そ
れ
は
、
宗
門

改
に
よ
っ
て
「
切
支
丹
」
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
公
役
と
す
る
僧
侶

に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ

の
際
、「
僧
侶
不
律
不
如
法
」
も
問
題
視
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

徳
龍
は
、
真
摯
に
幅
広
い
学
問
に
取
り
組
み
、
東
本
願
寺
の
再
建

や
教
団
維
持
の
た
め
積
極
的
に
教
化
活
動
に
携
わ
り
つ
つ
も
、
そ
れ

ゆ
え
に
異
安
心
や
金
銭
横
領
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
挫
折
と

苦
悩
を
経
験
し
た
。
そ
の
よ
う
に
自
ら
挫
折
し
た
と
い
う
経
験
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、『
三
罪
録
』
な
ど
を
著
述
し
、
そ
の
内
容
を
法
話
し

続
け
る
こ
と
で
、
僧
侶
一
般
に
対
し
て
、
現
状
を
悔
い
改
善
す
る
姿

勢
を
求
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
自
省
自
戒
意
識

と
も
評
さ
れ
よ
う
。

　

京
坂
「
切
支
丹
」
一
件
を
契
機
と
す
る
「
切
支
丹
邪
宗
門
」
と

「
僧
侶
不
律
不
如
法
」
の
取
り
締
ま
り
は
、
教
団
内
外
の
危
機
へ
の

対
応
と
し
て
の
護
法
・
排
耶
の
動
き
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
幕
末
に

顕
在
化
す
る
護
法
・
拝
耶
論
へ
展
開
し
て
い
く
前
段
階
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

戦
時
下
に
お
け
る
真
宗
護
法
論
の
様
相
（
上
野
大
輔
）

　

幕
末
維
新
期
に
は
僧
侶
の
軍
事
的
活
動
が
各
地
で
展
開
し
、
そ
の

中
に
は
護
法
（
教
団
護
持
）
の
一
環
を
な
す
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
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こ
で
保
持
さ
れ
た
思
想
の
詳
細
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
本
報
告
で
は
周
防
国
玖
珂
郡
門
前
村
の
真
宗

光
福
寺
で
住
職
を
務
め
た
神
龍
（
一
八
二
一
頃
─
一
九
〇
七
）
の
著
述

を
も
と
に
、
当
該
期
の
戦
時
下
に
お
け
る
真
宗
護
法
論
の
具
体
像
や

そ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
背
景
を
検
討
し
た
。

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
武
士
が
日
夜
文
武
の
道
に
励
ん
で
い
る

の
に
僧
侶
が
遊
民
の
悪
名
を
受
け
る
よ
う
で
は
な
ら
な
い
と
し
て
、

岩
国
領
の
真
宗
寺
院
の
組
合
が
、
神
龍
を
学
頭
と
し
て
毎
年
四
季
に

一
ヶ
寺
ず
つ
順
番
で
講
筵
を
開
く
こ
と
と
し
、
領
主
の
免
許
を
得
た
。

そ
し
て
神
龍
は
僧
侶
の
心
得
方
の
条
目
を
書
き
、
彼
の
社
中
は
勿
論
、

同
志
の
僧
侶
も
こ
れ
を
守
り
、
ま
た
こ
の
条
目
を
領
主
側
の
役
人
へ

見
せ
た
と
こ
ろ
、
い
よ
い
よ
聞
こ
え
宜
し
く
、
深
い
思
し
召
し
も
あ

っ
た
と
い
う
。
更
に
、
領
内
の
真
宗
僧
侶
が
結
成
し
た
僧
兵
隊
で
あ

る
電
撃
隊
の
一
和
局
に
お
い
て
も
、
彼
は
学
頭
を
務
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

光
福
寺
所
蔵
の
神
龍
『
真
宗
僧
侶
心
得
条
目
問
答
』（
成
立
年
不

詳
）
は
、
前
記
の
条
目
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
で
は
ま
ず
、
真
宗
の
教
典
類
を
引
用
し
て
信
心
正
因
・
称
名
報

恩
の
「
正
し
い
」
救
済
信
仰
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
で
僧
侶
の
「
驕

慢
」
や
「
異
安
心
」
が
戒
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
粉
骨
砕
身

の
報
恩
を
な
す
べ
き
こ
と
と
、
国
家
に
服
従
し
五
常
を
守
り
一
和
報

国
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
戦
時
下
で
説
か
れ
共

有
さ
れ
た
真
宗
護
法
論
を
窺
い
得
る
、
重
要
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

　

同
じ
く
光
福
寺
に
伝
わ
る
神
龍
『
厳
護
法
城
論
』（
明
治
四
年〈
一

八
七
一
〉）
の
冒
頭
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
慶
応
四
年
、
神
龍
は
『
一
和

報
恩
弁
』
と
『
譴
責
無
答
』
を
著
し
、
岩
国
の
真
宗
西
福
寺
義
成
の

「
異
安
心
」
を
攻
撃
し
た
。
そ
し
て
明
治
四
年
に
は
本
書
『
厳
護
法

城
論
』
を
著
し
、
義
成
を
唱
導
師
に
推
し
た
岩
国
の
真
宗
仏
性
寺
寂

潭
を
、
同
年
春
に
続
き
改
め
て
詰
問
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
本
書
の

締
め
括
り
の
部
分
に
は
、
一
和
し
て
破
邪
顕
正
・
厳
護
法
城
・
勤
王

報
国
を
な
す
べ
き
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る
。
他
の
記
述
も
踏
ま
え

る
と
、
皆
で
「
正
し
い
」
信
仰
を
共
有
し
、
仏
恩
・
国
恩
を
報
じ
て

教
団
を
守
り
、
国
家
に
尽
く
す
と
い
う
こ
と
が
、
幕
末
維
新
期
に
お

け
る
神
龍
の
護
法
論
の
到
達
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
は
筑
前
国
穂
波
郡
伊
岐
須
村
の
真
宗
安
楽
寺
の

生
ま
れ
で
、
次
男
の
よ
う
で
あ
る
。
光
福
寺
所
蔵
の
彼
の
『
日
記
』

（
明
治
五
年
八
月
─
翌
年
一
〇
月
）
に
は
、
か
つ
て
光
福
寺
の
先
住
ら
が

贅
沢
の
た
め
什
物
ま
で
質
入
れ
し
て
借
金
を
し
、
門
徒
と
対
立
し
て

隠
居
さ
せ
ら
れ
、
代
わ
り
に
住
職
と
し
て
招
か
れ
た
神
龍
が
、
先
住

ら
へ
の
扶
持
米
に
つ
き
世
話
役
門
徒
・
近
隣
寺
院
を
交
え
て
相
談
す

る
も
、
主
張
が
対
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
関
係

を
め
ぐ
っ
て
は
、
神
龍
の
視
点
で
記
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ

が
、
先
住
・
門
徒
・
近
隣
寺
院
な
ど
と
の
間
に
軋
轢
を
抱
え
た
こ
と

も
彼
の
護
法
論
の
一
背
景
を
な
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
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て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
幕
末
維
新
期
に
結
実
し
た
神
龍
の
護
法
論
は
、

単
な
る
机
上
の
思
惟
で
は
な
く
、
寺
院
組
合
で
の
講
筵
や
電
撃
隊
で

の
活
動
、
各
地
の
「
異
安
心
」
等
と
の
対
決
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ

り
、
光
福
寺
の
継
職
に
際
し
て
軋
轢
を
抱
え
た
自
身
の
境
遇
を
も
、

一
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
該
期
の
護
法
論
の
一
般
的

特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
護
国
と
護
法
の
結
合
を
、
彼
の
場
合
も
確

認
で
き
る
。

　

尤
も
、
彼
は
護
国
か
ら
護
法
を
批
判
的
に
捉
え
返
す
こ
と
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
明
治
四
年
頃
か
ら
明
治
十
年
代
に
か
け
て
、
彼
は
真
宗

信
仰
に
立
脚
し
、「
文
明
開
化
」
を
承
認
し
つ
つ
護
国
の
た
め
の
国

民
動
員
を
説
い
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
代
に
は
真
宗
批
判
に
転

じ
る
。
こ
こ
で
は
、
真
宗
の
所
説
は
真
理
と
し
て
信
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
国
家
の
治
安
を
妨
害
す
る
も
の
で
も
あ
る
と

主
張
さ
れ
る
。
護
国
に
傾
斜
し
て
護
法
を
失
っ
た
と
も
言
え
よ
う
が
、

「
真
理
」
の
名
の
も
と
に
真
宗
の
教
説
を
批
判
す
る
知
的
状
況
も
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
明
治
期
に
お
け
る
彼
の
思
想
変
容

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

明
治
期
の
妙
好
人
伝
に
み
る
護
法
思
想
（
岩
田
真
美
）

　
「
妙
好
人
」
と
い
う
語
は
、
善
導
が
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
に
お

い
て
、
念
仏
者
を
讃
え
て
「
妙
好
人
」
と
称
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
今
日
に
お
い
て
は
念
仏
者
の
中
で
も
、
殊
に
真
宗
の
篤
信
者
に

対
す
る
特
別
な
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
は

江
戸
時
代
以
降
、
真
宗
の
篤
信
者
の
伝
記
が
「
妙
好
人
伝
」
と
名
づ

け
ら
れ
、
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。「
妙
好
人
伝
」
が
木
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
の
は
幕
末
で
あ

り
、
近
代
以
降
も
広
く
流
布
し
た
。

　

本
報
告
で
は
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
妙
好
人
伝
で
あ
る
平
松
理

英
編
『
教
海
美
譚
』
全
二
編
（
前
編
は
明
治
一
九
年
、
後
編
は
明
治
二
四

年
刊
行
）
を
取
り
上
げ
、
護
法
思
想
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
本
書

に
は
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
お
け
る
「
妙
好
人
」
た
ち
が
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
排
斥
や
異
安
心
の
話
が
出
て
く
る
な
ど
、

当
時
の
教
団
や
教
学
の
動
向
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
『
教
海
美

譚
』
に
は
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
あ
っ
た
徳
龍
（
一
七
七
二
─
一
八
五

八
）
を
は
じ
め
、
吉
田
松
陰
の
妹
の
杉
希
子
（
一
八
三
九
─
一
八
八
一
）、

結
社
の
創
設
に
関
わ
っ
た
人
物
、
普
通
教
育
を
受
け
た
寺
族
女
性
の

話
な
ど
、
近
世
の
妙
好
人
伝
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
タ
イ
プ

の
「
妙
好
人
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
採
録
さ
れ
た
「
妙
好

人
」
の
う
ち
、
真
宗
僧
の
児
玉
令
見
は
キ
リ
ス
ト
教
を
排
斥
す
る
た

め
、
護
法
活
動
の
一
環
と
し
て
教
会
に
出
入
り
し
て
い
た
が
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
品
行
の
正
し
さ
や
熱
心
な
布
教
活
動
に
触
れ
、
護
法
の

た
め
に
は
「
仏
門
内
部
の
改
良
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
そ
の
後
、
児
玉
は
仏
教
の
布
教
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

り
、
石
川
島
監
獄
の
教
誨
師
を
務
め
る
な
ど
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
徳
龍
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
大
谷
派
の
最
高
学
位
で
あ

る
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
所
化
の
教
化
に
あ
た
る
が
、
所
化
の
操
行
が

よ
く
な
い
こ
と
を
嘆
き
、『
三
罪
録
』
な
ど
を
著
し
て
僧
侶
の
無
法

義
を
戒
め
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
吉
田
松
陰
の
妹

の
杉
希
子
（
楫
取
寿
子
）
は
、
明
治
維
新
後
に
夫
の
楫
取
素
彦
が
群

馬
県
（
当
初
は
熊
谷
県
）
の
県
令
と
な
っ
た
た
め
関
東
に
移
住
す
る
が
、

こ
の
地
は
仏
教
信
仰
が
薄
く
民
情
が
荒
い
と
感
じ
た
。
こ
の
た
め
熱

心
な
真
宗
信
者
で
あ
っ
た
希
子
は
、
西
本
願
寺
宗
主
の
明
如
（
一
八

五
〇
─
一
九
〇
三
）
に
布
教
使
を
派
遣
す
る
よ
う
懇
願
し
、
山
口
県
出

身
の
真
宗
僧
小
野
島
行
薫
（
一
八
四
七
─
一
九
二
七
）
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
小
野
島
行
薫
は
、
素
彦
と
希
子
夫
妻
の

協
力
を
得
て
、
結
社
「
酬
恩
社
」
を
創
設
し
、
群
馬
に
説
教
所
を
開

設
す
る
な
ど
真
宗
開
教
の
基
盤
を
築
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
明
治
期

の
他
の
妙
好
人
伝
に
は
、
杉
希
子
の
み
な
ら
ず
、
吉
田
松
陰
の
母
で

あ
る
杉
瀧
子
（
杉
滝
）
も
収
録
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
維

新
の
変
革
の
際
、
倒
幕
運
動
を
展
開
し
た
長
州
藩
に
理
想
的
念
仏
者

を
採
集
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
「
明
治
維
新
の
生
み
の
親
」
と
も
い

え
る
吉
田
松
陰
の
家
族
と
の
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
真

宗
教
団
に
と
っ
て
護
法
扶
宗
の
た
め
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
教
海
美
譚
』
の
編
者
で
あ
っ
た
平
松
理
英
（
一
八
五
五
─
一
九
一

六
）
は
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
明
治
維
新
後
に
仏
教
復
興
を
め

ざ
し
て
布
教
伝
道
に
力
を
入
れ
、「
仏
教
講
談
会
」
の
創
設
に
尽
力

し
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
本
願
寺
派
の
島
地
黙
雷
（
一
八

三
八
─
一
九
一
一
）
の
勧
め
で
仏
教
結
社
「
令
知
会
」
に
入
会
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）、
令
知
会
か
ら
『
教
海
美

譚
』
第
一
編
を
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
島
地
黙
雷
に
よ
る

序
文
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
松
理
英
が
妙
好
人
伝
を
出
版
し
た
背
景

に
は
、
仏
教
結
社
の
活
動
が
関
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た

本
書
は
明
教
社
、
鴻
盟
社
、
哲
学
書
院
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
宗
派
を
超
え
た
仏
教
者
た
ち
の
連
携
も
窺
え
る
。
平
松
理

英
は
護
法
の
た
め
に
は
仏
教
の
布
教
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
が
、
本
書
に
示
さ
れ
た
「
妙
好
人
」
像
に
も
編
者
平
松
の
護
法

意
識
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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